
レガシー共創協議会 

事前合宿誘致を契機としたまちづくりプラットフォーム 

2016年8月24日 

知資料 



レガシー共創協議会 

事前合宿誘致を契機としたまちづくりプラットフォームの概要 

 民間企業の講演、自治体の課題（悩みｺﾞﾄ・お困りｺﾞﾄ）に対する質問対応、懇親会を開催 
 モデル地域（3自治体程度）を対象に1自治体あたり約3回の試行的なワーキングを実施 

協力企業 
 
 
 
 
 

旅行会社 イベント会社 

広告代理店 設計・建設会社 

勉強会（全2回） 
 
 
 
 

モデル地域におけるワーキング 
 
 
 
 
 
 

Ａ 合宿誘致検討チーム 

C 合宿を契機とした地方創生 
  （レガシー）検討チーム 

B 合宿運営検討チーム 民間企業による講演 
質問対応、懇親会 
ワーキング検討内容成果報告 

・・・ ・・・ 

講演 ワーキング運営協力 

フィードバック 
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全体勉強会（全2回）について 

 第1回の勉強会では、協力企業からの講演を開催 
 第2回の勉強会においてはアンケートで寄せられた質問回答、ワーキング成果報告 
 各回とも懇親会を開催（名刺交換・お困りゴト相談等、官民のマッチングの機会を提供） 

第１回全体勉強会内容 第２回全体勉強会内容（予定） 

勉強会・ワーキングの趣旨説明 
協力企業による講演 
講演は民間企業のノウハウ確保の観点から、
各社と自治体のみでクローズドに実施 
※配布資料取扱い注意 

アンケート結果に対する回答 
（協力企業・MRIで作成） 
ワーキング結果の成果報告会 

 

※勉強会後懇親会（参加料：500円） 

モ
デ
ル
地
域 

Ｗ
Ｇ ※勉強会後懇親会予定（参加料：500円） 

全
自
治
体
へ
の 

ア
ン
ケ
ー
ト
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査 
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モデル地域におけるワーキングについて 

 モデル地域を対象に1自治体あたり約3回の試行的なワーキングを実施 
 モデル地域の募集は第1回勉強会以降に実施するワーキング協力意向調査で実施 
 モデル地域の選定は地域性・検討したい内容等を踏まえ、MRI＋協力企業が実施 
テーマ ワーキング検討内容（例） 
A 合宿
誘致 

誘致したい／誘致できる／誘致すべき国・競技の検討 
効果的なプロモーションの検討 
国内競技団体・JOC等への訪問、情報収集、等 

B 合宿
運営 

 既存施設の改修・増築に係る検討 
 合宿期間中・終了後の実施プログラム、ツアー等の検討、
等 

C まち
づくり 

スポーツのまちづくりの運営体制構築に係る検討 
  （スポーツコミッション、合宿産業の育成 等） 
観光・スポーツツーリズムの戦略づくり、等 

※ ワーキングの成果は全体勉強会にフィードバック。ただし、ワーキングにおける自治体個別の具体的な   
   検討内容（誘致国、対象競技など）は限定的な公表とする 

旅行会社 

自治体A MRI 

ワーキングのイメージ 

建設会社 

自治体B 
MRI 

テーマB 

広告代理店 旅行会社 

自治体C MRI 

テーマC 

テーマA 
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第1回全体勉強会開催報告 

 第1回全体勉強会を6月28日（火）に開催。138自治体が参加。 
 13の民間企業が講演を実施。勉強会後には懇親会を開催、活発な名刺・情報交換がなされた 

勉強会の様子 

＜勉強会次第＞ 
■本勉強会の概要について（三菱総合研究所） 
■ホストタウン構想について（内閣官房オリパラ本部事務局） 
■事前合宿誘致とそれを契機としたまちづくりに関する情報提供 
 ① ホストタウン事業の現場から ～事前キャンプ誘致最前線（アサツーディ・ケイ） 
 ② 事前合宿地選定基準要素について（アシックス） 
 ③ アスリート×スポーツ合宿施設による地域活性化施策（アスリートプランニング＋ R.project） 
 ④ 事前合宿の誘致・開催に向けた準備（近畿日本ツーリスト） 
 ⑤ 海外チームの合宿誘致とまちづくりに活かすための組織体制について（ジェイティービー） 
 ⑥ 合宿誘致におけるプロモーションサイト（アリウープ） 
 ⑦ スポーツを核としたまちづくりに向けて（大成建設） 
 ⑧ 事前合宿に向けての施設リノベーション（RO）と官官民連携（大和リース） 
 ⑨ 事前合宿誘致を契機としたスポーツ施設の整備と運営（美津濃・セノー） 
 ⑩ イベントでつなぐ事前合宿のストーリー（セレスポ） 
 ⑪ 事前合宿を契機としたまちづくりによる地方創生（三菱総合研究所） 
■ワーキングの実施と第2回勉強会について（三菱総合研究所） 
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モデル地域について 

テーマ 参加希望自治体数 モデル地域 協力企業 
A 合宿誘致 39自治体 東京都町田市 

静岡県静岡市 
旅行会社、スポーツ用品メーカ等 

B 合宿運営 32自治体 千葉県山武市 イベント会社、旅行会社等 

C まちづくり 31自治体 佐賀県嬉野市 シンクタンク、旅行会社等 

 7月1日より第1回全体勉強会にご参加頂いた自治体様に対し、事前合宿の誘致・運営等に係る
アンケート調査を実施（総回答数：106） 

 ワーキング協力意向の設問に対し、参加希望を頂いた自治体様の中から地域性・検討したい内容
等を踏まえ、下表に示す4つのモデル地域を決定 

 今後、民間企業と連携してワーキングを実施していく予定 
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本プラットフォームが目指すもの 

 民間企業のノウハウの提供・自治体の悩みの共有、官民のマッチング 
 合宿誘致の各段階における取り組みの考え方、プロセス等の方法論の構築、ノウハウの蓄積・共有 
 事前合宿を契機としたスポーツのまちづくりの実現、地方創生（レガシーの創出） 

地方創生 
（レガシー） 

 
 全体での情報・課題共有 
 官民のマッチング 

 

官
民
の
マ
ッ
チ
ン
グ 

方
法
論
の
構
築 

 官民共同での実践 
 実践を通した方法論の構築 

全体勉強会 

ワーキング 
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本資料に関するお問い合わせ先 
   
  株式会社 三菱総合研究所   
   社会公共マネジメント研究本部 インフラマネジメントグループ 
  
       ［担当］ 西松・宮﨑（にしまつ・みやざき） 
        E-Mail ： nishimat@mri.co.jp 
       bumiyaza@mri.co.jp 
 TEL ： 03-6705-6013 
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